
平 安 時 代 の 典 籍 の 装 訂

中央図書館 森 上 修

東洋や西洋の古典籍について、その該博な

知識をもとにそれ らの装訂法を幅広 く調査 ・

研究 され、古典籍装訂史の研究に多大の情熱

を注がれた この道のわが国の大先達 として知

られ る故田中敬博士(近 畿大学初代図書館

長)の 偉業は今に燦然 と輝いている。

r図書学概論』をはじめとしてr粘 葉考』

やr図 書形態学』などの名著を世に残された

わけであるが、博士の典籍装訂に関するこれ

らの研究業績は高 く評価されており、その篤

実な諸論考は後進に稗益するところきわめて

多 く、われわれはその学恩に深 く感謝 しなけ

ればならない。

ところで、 こうした古典籍の装訂法 に関す

る研究は、博士のあと長らく停滞のきらいが

あったが、近年になって殊に中国や日本の古

典籍を対象 とした研究が相次ぎ、注 目すべき

所論が展開されている。

李致忠(北 京図書館)、 森 縣(宮 内庁書

陵部)、大内田貞郎(神 戸親和女子大)、 仲井

徳(関 西大学総合図書館)諸 氏 らの調査 ・研

究がそれで、書誌学界のこれまでの通説に対

して新たな視点からの再検討が加えられっっ

ある。先ごろ筆者 も、中国 ・唐末 ～北宋期の

古典籍装訂法について調査結果の概要をまと

め、私大図書館協会阪神地区書誌学研究会の

例会で、参考図を付 して口頭にて報告する機

会を得たが、 ここでは主 としてわが国の平安

時代における典籍の冊子装訂法に関する事柄

をとりあげ、そのことを中心に少 し述べてみ

ることに したい。

木版印刷は中国の唐代のは じめごろに始

まったとされている。当初は一枚物か、ある

いはそれ らを横長に糊継 ぎした巻物の印刷物

が主であったと考え らるが、摺刷 した用紙を

半折 して冊子の形に仕立てた木版本が出廻る

ようになるのは十世紀後半の北宋時代に入っ

てか らの ことである。

こうした北宋本の出版は、儒 ・史 ・文 ・医

学など広汎な学問分野に及んだが、それ らの

〈宋版〉は、当時の入宋 した学僧 らに よっ

て、いち早 くわが国へ も齎 らされた。

平安時代の中期、藤原氏の氏長者として栄

華をきわめた、かの左大臣 ・藤原道長はこと

のほかこの 〈宋版〉の収集に執心であったよ

うである。

寛弘7年(工010)11月 、一条天皇へその道

長が、所持 していた く宋版〉のr文 選』・「白

氏文集』を献上 したことが 『日本紀略』にし

るされている。

しか し、 このころはまだ京洛の地ではそう

した新渡の 〈宋版〉の覆刻とか国書類の刊刻

などは行われなかったようである。冊子形の

木版本がはじめてわが国に登場す るのは、そ

れより百年近 くも経過 した平安末期の院政時

代 に入 ってか らの ことで あった と考え られ

る。

南都 ・興福寺の開版とみ られるr成 唯識論

了義灯』(永久4年=1116、 奥書)や 京洛で上

梓されたr法 華玄義釈籔』(久安4年=1148、

願主僧良鑑刊)な ど数本が伝存す るが、その

いずれもが法相 ・天台関係の仏書に限 られて

いた。

中国の く宋版〉が稜角の鋭い印刷体の字様

で各葉とも片面だけに摺刷 されているのとは

異なり、これ ら平安朝の冊子刊本は、筆書に

よる写経体の字様で両面に印刷されていて、

半折 した各葉の折 目の外縁に糊付けを施 した
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〈粘葉装〉 と呼ばれ る装訂に仕立て られてい

るのがその特徴である。

〈
粘

葉

装

〉

これは、そのころ行われていた く粘葉装〉

の書写本の仕様をそのまま再現 した刊本であ

り、わが国独 自の版本形式 と して注 目され

る。当時の書写本は、その成冊方式としてこ

うした 〈粘葉装〉かあるいは縫綴 じによ る

〈綴葉装〉や 〈大和綴 じ〉の装訂に仕立てら

れていた。

〈粘葉装〉の写本 としては中国の西辺に位

置する敦煙の石室か ら、八世紀後半の書写 と

みられるr文 心離龍』が発見されているが、

わが国の伝存本では入唐僧の空海が大同元年

(806)に かの地か ら持 帰 ったr三 十帖策

子』が もっとも古い写本 と して知 られてい

る。

また、天安2年(858)に 帰朝 した天台の

入唐僧 ・円珍 も冊子本の書写経典を将来 して

いたことがr円 珍入唐求法惣目録』にみえる

が、これ らも 〈粘葉装〉であったろうか。

そ して、寛和2年(986)年 に帰国 した入

宋僧 ・奇然 もまた 〈粘葉装〉の写本をもた ら

しており、先年、嵯峨 ・清涼寺にある釈迦如

来像の胎内か らr奇 然繋念人交名帳』が発見

されている。

これに続 くものと しては、永延元年(98

7)書 写のr金 剛界儀軌』や天喜五年(105

7)書 写のr顕 密二教論』などがあ り、ほか

に応徳元年(1084)書 写のr伝 述一心戒文』

が叡山 ・延暦寺に伝存することが確認されて

いる。

次に 〈綴葉装〉 というのは、数枚の用紙を

重 ねて半折 し、その一括 り分を幾っか合せ

て、表と裏に表紙を添え、折目の折谷個所を

細糸で互いに縫綴 した装訂の もので、その両

面に書写されているのが普通である。

〈
綴
葉
装

〉

また、〈大和綴 じ〉といわれる装訂法は、半

折 した本文を下綴 じしたあと表 と裏へ表紙を

あてがい、その上から右端近 くの上下へ二個

所づっ孔をあけて組紐を通 し、表表紙の上で

飾 り結びに綴 じ込んだ仕様の ものである。

こ れ に は(イ)・

(ロ)二 通 りの型式が

あった。

(イ)型 式は本文を

〈綴葉装〉に縫綴 した

もの。

(ロ)型 式 は一枚つ

つ袋折 りに半折 した各

葉の折目を左側へ揃え

て重ね、その右側を下綴 じした もの。

(イ)の 最 も著名な事例 としては、河内本

r源氏物語』(正嘉二年=1258、 名古屋市蓬左

文庫蔵 ・重要文化財)が あげ られよう。

平安中期の紫式部が執筆 した このr源 氏物

語』は、もと一体 どのように装訂されていた

のだろうか。 ところが、残念に もそのころの

原本が伝わ らないため確かなことはよくわか

らない。

しか し、r紫式部 日記』には当時の書写本冊

子にかかわる記事が散見 し、〈大和綴 じ〉の装

訂による冊子本が、平安中期に確かに存在 し

ていたことが知 られる。

か りに、当時、その 〈大和綴 じ〉の装訂 に

なるr源 氏物語』があったとす るな らば、そ

の装訂方式は(イ)・(ロ)の 果 していずれ

の型式によっていたのだろうか、この点、大
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いに興味がひかれるところである。

ところで、国書の古典類にはこのような糸

綴 じによった 〈綴葉装〉や 〈大和綴 じ〉の古

写本が多 く現存 し、中国にはそのような装訂

形式の冊子本は伝存 しないとして、従来 これ

らの装訂法は、わが国で独自に創案された方

式であると考え られてきた。わが国文学界で

は、この見方が定説 となって今 日におよんで

いる。

しか しなが ら、注意の眼を中国の冊子本に

転 じてよ く調べてみると、五代期の 〈古砂

本〉の中には明 らかにわが国の冊子本のそれ

と相通ずる装訂方式の祖形の存在が確認でき

るのである。

従 って、 この 〈綴葉装〉や 〈大和綴 じ〉の

装訂法をわが国での創案になるとするこれま

での定説には、改めて検討が加えられなけれ

ばな らないことになろう。

〈粘葉装〉をはじめとするわが国でのこう

した書写本の冊子形態 は、そ もそ もが中国

(唐 解五代)の 冊子装訂法を伝襲するもので

あり、それ らはその原姿を和風にやや改変 し

なが ら派生 した副次的な装訂であったと解す

べ きではなかろうか。

〈綴葉装〉の伝存写本についてはミ これま

で元永三年(1120)の 奥書を伴 うr古 今和歌

集』が最古のものと言われて きた。

しか し、ほかにもそれより年代の遡る天永

二年(1111)の 識語がある仏書のr金 剛般若

集験記』や十二世紀初頭の書写 と審定される

r日本霊異記』(重要文化財)な ども現存 して

おり、このことが、先年、山本信吉博士 らの

調査によって確認されている。因に、 この両

書はともに天台宗の大原来迎院の所伝にかか

わる書写本なのである。

〈綴葉装〉の呼称は、戦前に日本書誌学会

で採用された新造語であるが、実はここで留

意 してお きたいの は、 こうした装訂による

〈綴葉装〉の写本が、敦燈石室か らも発見さ

れているという事実である。

この ことは、先年、仲井徳氏が大英図書館

のA・ スタイン・コレクションを実査された

際、その うちのr妙 法蓮華経』が、紛れもな

い く綴葉装〉の五代写本であることを確認さ

れ、紹介 してお られるところである。

また、 このような装訂の五代写本は、北宋

時代に中原ではなお少なか らず伝世 していた

ことが当時の文献によって も知 られるのであ

る。

北宋期の蔵書家であった王株 は、 こうした

装訂法を指 して、そのr王 氏談録』に、これ

を 〈縫綴〉 と記 しており、また南宋期の張邦

基はそれを受 けて、『墨荘漫録』にその ことを

〈縫績〉 と述べて いる。r王 氏談録』で は

〈粘葉〉 と く縫綴〉の両語が対称的に用い ら

れているか ら、従 って、この装訂法に対 して

戦前に付与 された 〈綴葉装〉の呼称は、そも

そもが適切を欠 くものであ り、本来は中国の

北宋期に使われていたこの く縫綴〉の語に従

い、〈縫綴装〉 とすべきであったということ

になろう。

わが国で 〈綴葉装〉といわれる、 こうした

く縫綴装〉の成冊法が中国において何時ごろ

出現 したのか、その時期は定かでない。

しか し、おそ らく唐代 の末 ごろには この

〈縫綴装〉 は、中原においてもかなり普及 し

ていて、それが当時の遣唐使や入唐僧 らによ

り く粘葉装〉の方式 とともにわが国へ伝え ら

れ、やがて貴紳 ・維流の問でそれ らに倣って

こうした方式の書写本の装訂法が次第に採 り

入れ られるようになったのではなかろうか。

北宋時代になって、中国では木版による官

版の刊行が開始されたが、蜀版の刊経に続 く

冊子形の 〈宋版〉は、そのいずれ もが木版本

の通例 として片面摺刷によっていた。

そ して、その装訂法には、印字面を内側に

半折 して各葉の折 目の部分を糊付けす る、き

わめて特異な方式のもの(宋 版のこの装訂の

ものを明代 より特に虫胡蝶装 と呼ぶ。その粘接

方法 は写本の く粘葉装〉と全 く同 じ。)と 、

その反対に、各葉の印字面を外折りにしてそ

の右側の部分を紙捻で下綴 じする方式(包 背

装)と の二通りがあった。

〈醐蝶装〉の宋版は、片面印刷によってい
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るため裏 白の部分が一葉ごとに現れて印字面

が連続せず、冊子本としては翻閲に至 って不

便なものであった。

それは、摺刷紙を内側に半折 した折 目の外

縁にだけ粘接が行われていて、裏側の全面に

は及んでいないためである。元来、 この装訂

は、唐 ・開成石経の墨拓勢装本に倣 った五代

・後唐の凋道 らによる陰刻刊本r九 経』の古

式の成冊法に由来 し、それを変形 して伝える

ものと解 される。墨拓紙を貼付 した台紙の各

葉を内折 し、その裏白部分の紙面全体を粘接

することを原則とする勇装本の成冊方式が、

北宋版の量産過程でいっ しか崩れて しまい、

成冊段階での省力化に伴い、そのころの両面

潤筆 にな る書写本の く粘葉装〉 と同 じ方式

の、簡略 な粘接法が採 り入れ られるように

なったのであろうか。

この 〈醐蝶装〉に対 し、外折 りの摺刷紙を

下綴 じして、その背部を一枚表紙で包む 〈包

背装〉の宋版は、印字面が全丁にわた り連続

するという利点があるが、李致忠氏はこの装

訂法の出現時期 を南宋 ごろと推定されてい

る。

ところが、現存する冊子本の北宋版につい

てよ く考えてみると、それ らはそのすべてが

必ず しも く蜥蝶装〉の装訂によっていた とは

断定できないようである。

とすれば、こうした 〈包背装〉の装訂法 も

すでに北宋に時期か ら 〈醐蝶装〉と並んで行

われていたということも考え られるのではな

かろうか。

北宋朝の出版は、唐代より発達 していた蜀

地方の木版印刷の技法を導入 して開始された

のであるが、その蜀の成都では、五代後蜀の

時代に宰相であった母昭喬がr文 選』やr初

学記』・r白氏六帖』などのほか、学館の学徒

用にr九 経』の刊行を手掛 けていた。

これ らの五代蜀版は、中原における伝統的

な陰刻石経の墨拓勇装本などとはおよそ関係

なく、唐代からの蜀版の方式を継 ぐ陽刻の刊

本であり、印字面が連続する外折 りの装訂に

仕立て られていた もの と推測される。
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摺刷 した用紙の印字面を外側に袋折 りする

装訂法は、片面一度刷りを一般原則とする木

版印刷ではもっとも理にかなったごく自然の

成冊方式であるといえよう。

余談になるが、敦煤の石室からは、蜀地方

で刷 られた唐代の木版印刷物や、蜀刊の仏典

を転写 した巻子本が発見されており、当時の

蜀 ・成都 と敦燈地方 との間には、明 らかに少

なか らぬ交渉の事実があ ったことが知 られ

る。

敦煙の遺書中には、本文を 〈綴葉装〉に仕

立て、それをさらに一枚表紙で包背 した 〈綴

葉装〉と く包背装〉の混合形 とも言える装訂

の五代写本が確認されているが、 これ など

も、成都や中原あたりで行われていた書写本

の装訂法が、敦燈地方へ伝播 していたことを

如実に示す ものではなかろ うか。

蜀地方は古 くより絹糸の生産地であったと

言われるか ら、あるいは、五代の蜀版には表

・裏に表紙を伴う線装様の仕立てに近い装訂

の刊本などもすでに存在 していたかも知れな

い。

そ して、 こうした外側に袋折 りした五代蜀

版の装訂法が、建国後まもない北宋朝に伝え

られ、やがてそれ らが宋版 の 〈包背装〉本

や、あるいは簡略形式の く線装〉本 として登

場するに至 ったのではないかと考えられる。

前述のとおり、わが国の 〈大和綴 じ〉の装

訂法には二通 りがあるが、その うち各葉を外

折 りに してその折 目を左側に揃え成冊する片

面書写の(ロ)型 式については、明らかにこ

の袋折り形式の 〈宋版〉に類属するものとみ

なされる。片面書写の外折 り方式は、そ もそ

もが木版冊子本の成冊法を反映す るもので

あって、両面書写を前提 とする、従前の書写

本の常態に異背するものと言えるのである。

やはり、わが国での発明と言われているこ

の(ロ)形 式の 〈大和綴 じ〉 もまた、元来は

そうした体裁に近い 〈宋版〉があって、それ

に倣 った装訂法の一つであった と考えてよい

であろう。

つまり、本文の用紙を外折り袋綴 じにした



〈宋版〉のある種の装訂法を見倣い、表紙に

は和風の羅表紙を用い、彩色 した組紐を表表

紙の上で結び綴 じにする、優麗典雅な装訂法

が平安後宮であみ出され、やがてそれがこう

した く大和綴 じ〉の装訂 として定着 し、その

周辺へ波及 したのではないかと推察 されるの

である。

いずれにしても、平安時代 は未だ木版の印

刷本は、巻子本を含めて もきわめて少なく、

依然 として書写本の全盛期でありそれらの書

写本の うち冊子形式の ものは、いずれも く粘

葉装〉か 〈綴葉装〉あるいは く大和綴 じ〉と

いった装訂に仕立て られていたわけである。

そ して、それ らは例外なく、すべてが中国

の 〈古紗本〉や く宋版〉などの装訂方式に準

拠するものであり、根源的にわが国での創出

になるものではなかった とみて大過はないで

あろう。

また、冊子形の仏書の印刷が この時代の末

期から開始されたが、それ らの版本は、いず

れ も写経体の字様で両面に摺刷が行われてい

て、当時の 〈粘葉装〉の書写本と全 く同 じ様

式に仕立て られていた。

従 って、平安時代の冊子刊本 は、中国か ら

将来 された く宋版〉の字様や版式とはおよそ

異なる独自の版相を呈 しており、この点がそ

の大 きな特徴として指摘で きる。

なお、蛇足なが ら次の鎌倉時代に至 って

く宋版〉の版式に倣 う 〈醐蝶装〉や 〈包背

装〉、〈線装〉 とい った装訂の冊子 本の開版

が、泉涌寺や禅宗関係の諸寺院などを中心に

行われ るようになる。ところが、このころか

ら、 それ と平行 して開版 されだ した 〈高野

版〉や 〈浄土教版〉などは、なお依然 として

前代か らの書写本形式を遵守 した、写経体 ・

両面摺刷の 〈粘葉装〉刊本であったというこ

とを ここに付記 しておきたい。
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